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This paper considers the current state of EFL pedagogy in Japanese 
universities. First, this paper gives a brief introduction of English 
education reform plans in Japan. There is ample evidence to suggest a 
motivation problem in Japanese university EFL classes. Second, this 
paper examines the current state and issues surrounding the topic of 
EFL syllabus design in Japan. Recently, there has been a great deal of 
research advocating a task-based approach (TBA) over other approaches. 
Yet, despite its vast potential, task-based learning (TBL) is not often 
fully utilized in Japanese EFL classes. Third, this paper attempts to 
provide a much-needed link between research and practice where TBL 
is concerned. To this end, this paper describes and analyzes the design, 
implementation and effects of a TBA in an EFL class in Nagasaki 
University. The initial results seem to confirm that a TBA holds great 
promise in the field of English Language Teaching (ELT). 
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1.  はじめに 













































































長崎大学言語教育研究センター紀要第 3 号 
－ － 28
3.1  タスクとは 




タスクの定義にはさまざまあるが（例えば、Breen, 1987 年、Prabhu, 1987 年、












導く構成となっている。例えば、筆者が編集したテキスト、Welcome to Kyushu, 


















4.1  タスクを中心としたシラバスの作成に必要な３つの要素 
学生の英語学習への動機を高めるタスクを中心としたシラバスには、本物らしさ、
実用性、文化の発信の 3 つの要素が加わっている必要がある。 
 





































4.2  タスクを中心とした教授法の７つのステップ 
 続いてここでは、タスクを中心としたシラバスの方法論を提示する。筆者が教養英
語のクラスで実施しているタスクを中心とした授業実践は Willis J. 11が提唱する 7 つ
のステップを利用している（表 1）。それぞれのステップについて説明する際には、
その理解を助けるために必要に応じて筆者が編集したテキスト、Welcome to Kyushu, 
Japan 12の掲載内容を合わせて示している。 
 
表 1：タスク学習の構成（7 つのステップ） 




















    出典：Willis J.(1996）A Framework for Task-Based Learning p. 58 
    [青木昭六（監訳）（2003 年）『タスクが開く新しい英語教育―英語教師のための 





































































Unit 1  外国人ゲストに自己紹介する 
Unit 2  訪日する予定の外国人に日本で旅する際にすべきこと、しない方がいいこ
 とについてアドバイスする 
Unit 3 来日外国人が宿泊する場所を選ぶ際の手伝いをする 
Unit 4 来日中の外国人に地図で道案内する 
Unit 5 長崎の観光スポットのランキングを作る 
Unit 6 九州の観光地のランキングを作る 
Unit 7 自分の故郷を紹介する 
Unit 8 来日中の外国人と 1 日散策する計画を立てる 
Unit 9 来日中の外国人に日本食を説明し、勧める 
Unit 10 来日中の外国人の宿泊先選びを手伝う 
Unit 11 九州の祭りを外国人に紹介する 
Unit 12 日本の大学生のレジャー活動やアルバイトのランキングを作る 
Unit 13 帰国する外国人に持って帰るお土産を薦める 
Unit 14 日本語を勉強したい外国人にアドバイスをする 
Unit 15 別れるときのスピーチと将来の言語学習目標を設定する 13 
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業を実験的に実施した際、1 日のベース活動の時間を確保するために、ステップ 3 と
ステップ 4 を短くしたり、とばすことがあった。 
 
































5.  授業実践 
ここまで記述してきたような意図をもって、筆者はタスクを中心としたシラバスを
考え、九州をメインテーマとしたテキスト（パイロットバージョン）を作成した。こ
のテキストを 2013 年後期と 2014 年前期の一年間、筆者が務めている長崎大学の全
学教養教育の英語コミュニケーションの授業で実施した。学生の大半は九州出身で、

























6.  今後の課題 
 前の項目でも述べたように、このタスクを中心としたシラバスの教材を使って、現
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